
シーン別おすすめ設置方法 S C E N E  0 4  ｜  FA C TO R Y  /  P L A N T  /  W A R E H O U S E

工場・プラント・倉庫
金属の棚・設備で電波が遮られる屋内。親機は棚より高い位置に、作業者は騒音レベルに合わせたマイクで。

親機の設置場所

1. フロア全体を見渡せる柱・壁の高所、またはライン事務所の窓際に親

機を据え置き、電源に接続します。金属棚・ラックで遮られないよ

う、棚の上端より高い位置が理想です。

2. 溶接機・大型モーター・分電盤・大電流ケーブルの近くは避けます。

通信が不安定になったり到達距離が短くなることがあります。

3. 広い倉庫やフロアが分かれる工場では、エリアごとに親機を設置（最

大6グループ）し、親機同士を離して配置します。

金属棚・ライン設備（棚の上端より高い位置に親機）ライン事務所・柱の高所

親機（据え置き・給電）

親機：棚より高い柱・壁・事務所窓際に据え置き（給電）　■赤＝親機　■黒＝子機
ライン長 保全 フォーク 検査出荷

構成例

親機（据え置き） 1台 ライン事務所・フロア

高所に設置

子機 5〜8台 ライン長・保全・フォ

ークリフト・検査など

推奨マイク SSH-1115 / SSI-1028 イヤーマフ型（遮音）

／スロートマイク

（95〜100dB以上）

中騒音・倉庫 SSH-1123 / SSP-1130 ヘルメット装着（〜

90dB）／タイピン

（〜80dB）

運用のコツ

イヤーマフ型ヘッドセット SSH-1115 は接続ケーブル SSC-1246（別

売）が必要です。

シフト運用では専用充電器 SSZ-1070（4台用／8台用）で一括充電。

子機は有線マイク使用時 最大約14時間・充電約2.5時間です。

子機8台をフル接続する場合、親機は給電しながら据え置きで運用しま

す。

推奨マイク・ヘッドセット

SSH-1115

ヘッドセット型（イヤーマフ）

対応騒音 高騒音

イヤーマフ一体型で遮音と通話を両

立。接続ケーブル SSC-1246 が必要。

SSI-1028

スロートマイク

対応騒音 95〜100dB以上

喉の振動を拾う咽喉マイク。ラインナ

ップ中で最も高騒音向け。

SSH-1123

ヘルメット装着マイク

対応騒音 〜90dB

接話型ノイズキャンセル。ヘルメット

に装着。防滴イヤスピーカー SSE-1040
と組み合わせ可。

SSP-1130

タイピンマイク

対応騒音 〜80dB

胸元に装着するコンパクトなタイピン

型。PTTボタン付き。

※ 設置方法は一般的な目安です。実際の通信距離・安定性は建物の構造や周囲の電波環境により変わります。価格・納期はお問い合わせください。

幹開発株式会社 MIKI Engineering Co., Ltd.

お問い合わせ: sales@miki-kk.jp　https://square-intercom.jp/

※ 法人・団体のお客様向け製品です（個人のお客様への販売は行っておりません）

販売店


